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・ 城西大学と水田記念図書館の概要

・ 本学で開催したビブリオバトルについて

・ ビブリオバトルの効果

・ 今後の展望・課題
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城西大学の概要
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・創立： １９６５（昭和４０）年４月

・建学の精神： 「学問による人間形成」

・学部： 経済学、経営学、現代政策学、理学、 薬学の

５学部８学科、 大学院４研究科、短大、別科

・学生数： 約8,000人
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水田記念図書館の概要
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・ 蔵書数： 約450,000冊

・開館日数 ： 2012年度332日 (祝祭日休館)

・開館時間： 平日21時まで

土曜19時まで、日曜17時まで

・ 2008年度より業者委託開始

・ 現在専任職員2名、 委託スタッフ14名で運営
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◆ビブリオバトル2011～2013年

1年目2011年 紀伊國屋主催大学生大会

学内予選～首都決戦2011準決勝戦

2年目2012年 学内予選～首都決戦2012地区決戦

3年目2013年 学内予選～首都決戦2013地区決戦

大学祭特別決戦
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◆1年目紀伊國屋主催大学生大会（2011年夏）
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紀伊國屋主催大学生大会（2011年夏）

1名出場（6月27日、紀伊國屋ホール）
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◆1年目首都決戦2011学内予選会(2011年10月14日)
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学内予選会＆首都決戦2011準決勝

出場者： 4名（学内観覧人数 約20人）
会場： 図書館内グループ学習室（30席）
運営： 図書館主催

首都決戦準決勝： 1名出場（10月30日、ベルサール秋葉原）
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◆2年目首都決戦2012学内予選会(2012年9月11日)
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出場者： 5名（学内観覧人数 約30人）
会場： 図書館内視聴覚室（90席）
運営： 図書館主催 ／ 学生が司会

地区決戦： 1名出場（10月7日、紀伊國屋書店新宿南店）

学内予選会 & 首都決戦2012地区決戦
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前回からの進歩
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①司会が図書館員から学生へ

②観覧（投票）に一般利用者が参加

③終了後に発表者と観覧者で交流会

④SALA加盟館から見学（投票）参加
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◆3年目首都決戦2013学内予選会(2013年9月25日)

©城西大学水田記念図書館

13



出場者： 23名（学内観覧人数 約90人）
会場： 図書館内グループ学習室（30席）×2ブロック

〃 視聴覚室（90席）×2ブロック ※合計4ブロック

運営： 図書館主催 ／ 学生アドバイザー ＆一般学生サポート

地区決戦： 3名出場 ※1名欠場（11月10日、紀伊國屋書店新宿南店）

学内予選会 & 首都決戦2013地区決戦
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発表の様子 ビデオ上映

Cブロック 現代政策学部2年
『「20円」で世界をつなぐ仕事』小暮真久著

5分間の発表＋2分間のディスカッション
動画3（2013年発表）
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前回からの進歩
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①発表者が23名に増えたため4試合を開催
4人以上で1試合を開催できるので、4試合開催
しチャンプ本4冊が地区予選へ出場できた

②図書館学生アドバイザーと有志学生が協力し
司会だけではなく、投票集計なども担当した

③相互協力提携先の近隣公共図書館から見学
（投票）参加
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◆3年目大学祭特別決戦(2013年11月3日)
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－ 高麗祭（大学祭）特別決戦 －
出場者： 6名（観覧人数 約100人以上）
会場： 図書館前特設ステージ
運営： 学生アドバイザー主催 ／

一般学生サポート ／ 図書館後援

大学祭特別決戦(9月の予選会のチャンプ、準チャンプが出場)
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ビブリオバトルの効果
（1）教育的効果

2011年大学生大会に出場した宮嶋のビブリオバトルをきっかけに、所属

ゼミ・政策研究プロジェクトの授業において、『海と毒薬』について法的な

解釈を加えて意見を交わした。

↓

実在の事件が素材であることから、これらを取材した資料を調査するなど、

法学的視点から文学をひもとく学習をした。

本学紀要 『城西現代政策研究』 第5巻1号に掲載

市川直子 『憲法ゼミで遠藤周作『海と毒薬』を読む』

JURA（城西大学機関リポジトリ）

URL:http://libir.josai.ac.jp/il4/meta_pub/G0000002repository_JOS-

18819001-0503
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予選会チャンプ本学生1年生のゼミ教員の声

・ 紹介する本のフレーズを抜き出したり、ノートにまとめるなど、本番に備え
て授業時間外に真剣に対策を練っていた。

・ 首都決戦地区予選会の対策についてゼミで議論を交わし、プレゼンテー

ションの技法やパフォーマンスについて意見を出し合った。

↓

読書力の育成への第一歩として、授業時間以外の学習習慣をつける契
機として、初年時教育に大きな効果があると思われる。

（現代政策学部が発表者の感想を学部ブログに掲載）
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ビブリオバトルの効果
（2）学内広報

本学広報誌 に2011年宮嶋と2012年石井の記事を掲載

石井の所属ゼミ教員

ゼミでは「共助社会」をテーマにチームで研究を進めているため、コーディネー

ト力、コミュニケーション能力が必要とされ、 ビブリオバトルに挑戦することに

よって培われた、本を読み解く力、興味深く伝える力は大きく影響している。

地域と大学を結ぶ広報誌 『城西』 Vol.4 

『学びに活きる、熱き挑戦 「ビブリオバトル」2010～2012年』

JURA（城西大学機関リポジトリ）

URL:http://libir.josai.ac.jp/il4/meta_pub/G0000002repository_JOS-josai_04
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ビブリオバトルの効果

（3）学外広報

日本薬学図書館協議会 『薬学図書館』 第57巻1号に掲載

若生政江 『「ビブリオバトル首都決戦2011 予選会 in 城西」を開催して』

JURA（城西大学機関リポジトリ）

URL:http://libir.josai.ac.jp/il4/meta_pub/G0000002repository_JOS-

YAKUTO57-1-p67
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今後の展望・課題

・ 主催を図書館から学生へ

→学生アドバイザー、有志学生が主体的に行動する機会を提供する

・ 学内企画（ゼミ別・学部別の大会 / ゼミ対抗・学部対抗の大会）

→プレゼン力の育成、読書欲、質の向上

・ 大学祭での開催の継続

→学生の活動を地域に公開
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ビブリオバトルの魅力

★ 本との出会い

★ 人との出会い

バトラーの学生、司会・手伝いの学生、投票者（先生、職員、

一般利 用者、地域の方々）

★ 副学長に声をかけられた発表者のエピソード

★ 学生が学生を呼ぶ
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ビブリオバトルの様子

動画1（2012～13年 司会）

動画2（2012年 発表）

動画3（2013年 発表）

動画4（2013年 大学祭発表）

動画5（2013年 大学祭司会）

写真1（2011年）

写真2（2012年）

写真3（2013年）
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SALA加盟館のみなさま、

これからもよろしくお願いいたします。
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